
Hot  News 南阿蘇村の話題

　 日米電子株式会社様より 9 月に企業版ふるさ と 納税の

寄付をいただき、 10 月16 日に役場応接室にて感謝状贈

呈式が行われまし た。 今回いただいた寄付は「 地域産業の

発展を支え魅力ある雇用を創る事業」へと活用さ せていた

だき、 村の発展を支える事業や魅力ある雇用の創出のた

めに使用させていただきます。

　 熊本営業所所長の霍田様は、「 南阿蘇の持つ魅力を活か

し 、 さ らなる発展を願っています」と 期待のこと ばを述べ

られました。

　 株式会社水野建設コ ンサルタ ント 様より 9 月に企業版

ふるさ と 納税の寄付をいただき、 9 月29 日に役場応接室

にて感謝状贈呈式が行われまし た。 今回いただいた寄付

は「 阿蘇の景観と 地下水を守る事業」へと 活用さ せていた

だき、 水田や草原、 地下水を守る活動に使用さ せていた

だきます。

　 代表取締役社長の椎葉様は、「 これからも南阿蘇の雄大

な自然を守るために協力し ていきたい」と 今後への思いを

述べられました。

株式会社水野建設コンサルタント 様と日米電子株式会社様より 寄付をいただきました

阿蘇立野ダム（ 上流側）立野交流施設（ 立野駅）

る気持ちのいい空間を目指しており 、 多様な眺望点や居場

所が用意されていることや、 ト ロッ コ列車の発着駅という

特性を活かした列車を見送るテラスが活きていることが評

価されています。 さらに、 こう した優れたデザイン性から、

木を使う ことで、 社会課題の解決を目指す活動を評価され

るウッ ド デザイン賞も受賞しています。

　 阿蘇立野ダムは、 丁寧な検討と施工を行う ことで、 巨大な

構造物を自然の中に取り込み、 美しい景観をつく りだしたこ

とが評価されています。
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　 村内に建設さ れている立野交流施設（ 立野駅）および阿

蘇立野ダムが2025 年グッ ド デザイン賞を受賞し まし た。

グッ ド デザイン賞は、 人と社会、 自然環境との調和を考え、

デザインに込められた思想やし く みが今後の社会において

起点になり う るものを「 優れたデザイン」と し て評価さ れ

るものとなり 、 全国5 ,225 件の応募の中から 1 ,619 件が受

賞しています。

　 立野交流施設（ 立野駅）は、 県産木材を使用し 、「 阿蘇の

風かおる、 広いテラスがある交流ステーショ ン」と し て、

国内外からの来訪者と地域の人々の多様な交流が促進され

2 0 2 5 グッ ド デザイン賞・ ウッ ド デザイン賞受賞
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　 図書室開室当初から 自主活動を 続ける 読み聞かせボラ

ン テ ィ ア 団体「 おはな し たま ご」 が、 継続的で 多大な 貢

献によ り 熊本県優良読書グループと し て表彰さ れ、 代表

の矢野玲子さ ん（ 白川） ら が太田村長へ報告さ れまし た。

　 同団体は、 読み聞かせを 通じ て子ども たち に読書の楽

し さ 、 大切さ 、 素晴ら し さ を 伝える 児童サービ スの核と

なっ ており 、 矢野代表は「 こ の活動が、 生涯の読書への

基礎と なる よ う 、 よ り 多く の子ども たち に届けたい」 と

今後の活動継続への願いを 語ら れまし た。

「 おはなし たまご」
県優良読書グループと し て表彰

　 今年も 長野阿蘇神社にて秋季大祭が開催さ れ、 国選択

無形文化財である 長野岩戸神楽の奉納が行われまし た。

当日は神社での神事の後、 境内では子ども 相撲、 神楽殿

では八雲拂や柴引荒神、 子ども 神楽など長野岩戸神楽9

座を 約5 時間かけて奉納。 天候不良も 心配さ れまし たが

全て予定通り 行われ、 舞手が約1 4 メ ート ルの青竹を よ

じ 登る「 天皇注連」 の演出で は、 観客から ひと き わ大き

な歓声が上がっ ていまし た。 また地元の新米や野菜、 温

かい食べ物など地元有志から の出店も 行われ、 地域交流

の場と し ても 賑わいを見せていまし た。
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25 「 長野阿蘇神社秋季大祭」 開催

　「 あか牛の館」 で製造・ 販売さ れている「 減塩あか牛漬

け込み肉」 が、 日本高血圧学会 減塩・ 栄養委員会が表彰

する「 第8 回JSH 減塩食品ア ワード  地域貢献特別賞」 を

受賞し まし た。こ の商品は、令和4 年に村の減塩プロジェ

ク ト の一環と し て、 従来から 販売さ れていた漬け込み肉

を 健康推進課と「 あか牛の館」 が連携し て 減塩化し た商

品で、 おいし さ そのままに健康に配慮さ れています。

　 従業員の廣田頼寿さ んは「 村内の皆さ んにも こ だわり

の減塩あか牛を 食べていただき、 元気に長生き し てほし

い」と 語ら れまし た。
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「 第8 回JSH 減塩食品アワード 」
受賞

　 村内全域において、 猟友会白水・ 久木野・ 長陽分会で

構成さ れた南阿蘇村鳥獣被害対策実施隊によ る「 有害鳥

獣の一斉捕獲」が実施さ れまし た。

　 こ の活動は、 野生鳥獣によ る 農林作物被害を 減ら す目

的で毎年行われて おり 、 当日は、 早朝から 6 8 人の隊員

が各班に分かれ、 猟銃や猟犬を 使っ た有害捕獲や村内に

仕掛けている罠の見回り などに従事し まし た。

　 今後も 、 村内の農林業者と 協力し 、 被害を 減ら すため

の取り 組みが行われます。
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26 有害鳥獣一斉捕獲

一斉捕獲前の出発式

受賞盾を持つ従業員の廣田さ ん
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Hot  News 南 阿 蘇 村 の 話 題

　 第2 回高齢者学級が白水小学校体育館で開催さ れまし

た。 当日は、 講師に高齢者学級ではおなじ みの津留今朝

寿さ んを 迎え、「 私が見た世界各国の人間模様」 を テーマ

に、 参加し た村内の老人ク ラ ブ会員1 8 3 人の受講者へ講

演いただき まし た。 世界各地で幅広い経験を お持ち の津

留先生のお話に、 会場では笑いが絶えず、 世界地図やホ

ワイ ト ボード を 活用し た軽快な解説で、 異文化理解を 深

め、 人生を豊かにする楽し い学びの機会と なり まし た。
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令和7 年度
第2 回高齢者学級開催！

　「 地域と 世界をつなぐ フ ェ スティ バル」を テーマに、 専

門学校イ デア IT カ レ ッ ジ阿蘇で第4 回長陽祭が行われま

し た。 長陽祭は学生の実行委員が中心と なり 企画・ 運営

さ れています。

　 当日は高校生と 大人が地域で取り 組むプロ ジェ ク ト を

発表し あう サミ ッ ト やAIセミ ナーの開催の他、 学生に

よ る 4 カ 国のアジア料理やお茶、 地元黒川地区の有志の

皆さ んによ る 高菜飯と のっ ぺ汁の出店なども あり 、 会場

は賑わいを 見せていまし た。 実行委員長の西倭和さ んは

「 来場者にも 世界の文化に触れても ら う こ と ができ たと

思う 」と 語ら れまし た。
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第4 回長陽祭
イ デア IT カ レ ッ ジ阿蘇

　「 第7 6 回南阿蘇畜産共進会」種牛の部が9 月6 日に熊本県畜産農業協同組合南阿蘇支所で開催さ れまし た。 共進会

は、 南阿蘇地域における優秀な繁殖牛を 決めるも ので、 今回は計6 4 頭の出展がなさ れています。

　 今回、 優秀な成績を 収めら れた畜産農家の皆さ んを 紹介いたし ます。

令和7 年度各畜産共進会 結果紹介

肉用牛種牛の部

（ 1 部） （ 褐毛和種 若齢の部）
 名誉賞首席　 はるか号 阪田　 健一さ ん（ 東下田）

 名誉賞二席　 かんな号 塚元健太郎さ ん（ 下野）

 名誉賞四席　 つるやま号 今村　 供幸さ ん（ 第7 駐在）

（ 2 部） （ 褐毛和種　 壮齢の部）
 名誉賞首席　 なみたから 号 今村　 秀也さ ん（ 第5 駐在）

 名誉賞二席　 みつまる号 松岡　 英幸さ ん（ 長野）

 名誉賞四席　 つるなみ号 阪田　 　 健さ ん（ 第9 駐在）

 名誉賞五席　 し げなみ号 大津　 洋二さ ん（ 一関一）

（ 3 部） （ 黒毛和種　 若齢の部）
 名誉賞二席　 ひさ め号 阪田　 　 健さ ん

（ 4 部） （ 黒毛和種　 壮齢の部）
 名誉賞二席　 のぞみ8 8 号 阪田　 　 健さ ん

 名誉賞三席　 みやび号 西村　 光広さ ん（ 下野）

（ グラ ンド チャ ンピオン）
 はるか号 阪田　 健一さ ん

　 なお枝肉については、 8 月2 2 日には肉牛の部

が熊本畜産流通セン タ ーで開催さ れ、 後藤春雄

さ ん（ 吉田二） と 後藤秀幸さ ん（ 吉田二） が去勢

の部でご出展さ れ、 後藤春雄さ んの栄号が名誉

賞三席に輝かれま し た。 1 1 月7 日には「 第3 回

熊本県枝肉共進会」 も 熊本畜産流通セン タ ーで

開催さ れ、 後藤春雄さ んが褐毛和種の部でご出

展さ れまし た。

グラ ンド チャ ンピオンに輝いたはるか号と 阪田健一さ ん

2025.1214


